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1. はじめに 

博物館で所蔵する資料は膨大であり，展示さ

れる資料はその一部である．また，展示されて

も保存の観点から公開期間が制限される場合や，

展示スペースの制約から一部だけの展示となる

ことも多い．そのため，近年では所蔵品をディ

ジタルコンテンツ化することでこれらの資料を

展示に使用することが進められている[1]．この

とき，多くの来館者にとって利用しやすいディ

ジタルコンテンツ提供システムを開発する必要

がある． 

本稿は国立歴史民俗博物館で使用している歴

史資料自在閲覧システム[2]を対象とし，操作ロ

グの解析によってシステムの利用状況を抽出，

その評価を行うための分析法について検討した

ので報告する． 

 

２．歴史資料自在閲覧システムの概要 

2．1 システム 

 歴史資料自在閲覧システムは，絵図などの歴

史資料を高精細な画像データにより来館者に判

りやすい操作で提供することを念頭に開発した

システムである．その画面構成を図 1に示す． 

資料の画像を画面上部の主画面に表示し，拡

大縮小などの操作ボタンを右下，主画面上に表

示されている画像の全体における位置を表示す

る全体マップを左下に配置している． 

主画面上では表示されている画像を入力デバ

イスによりドラッグすることで自在に動かすこ

とができる．また，ダブルクリックによる拡大

が可能である． 

 ボタン部には拡大縮小及び小刻みな拡大縮小，

資料の原寸よる表示，表示位置及び倍率の初期

化という計 6種類のボタンがある． 

 全体マップでもドラッグすることで種画面上

の画像を移動させることができる． 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 閲覧システムの画面構成  

 

2．2 操作ログ 

 操作ログには特定の操作があった場合，その

日付，時刻，捜査対象である画像名，主画面の

中心にある画像の座標，倍率，操作内容が記録

されるようになっている． 

 画像をドラッグする開始と終了はそれぞれマ

ウスダウン，マウスアップという動作として認

識され，主画面及び全体マップ上におけるマウ

スダウンおよびマウスアップ，主画面上でのダ

ブルクリックおよびそのマウスアップと各種ボ

タン操作が記録される． 

 なお，本報告では国立歴史民俗博物館にて行

われた企画展示「ドキュメント災害史」（平成

15 年 7 月 8 日～9 月 21 日）で収集した操作ログ

を使用した． 

 

３．操作ログの分析法 

3.1 操作をまとめる手法 

 連続した拡大（縮小）操作は 1 ステップずつ

倍率を変更して画像を見ている場合（パターン

１）と，現在の倍率から一度のボタンで変更で

きる倍率より深い（浅い）倍率に変更したい場

合（パターン２）の二種類があることが想定さ

れる．利用者の意図という観点からすると，パ

ターン２については１回の操作と見なしたほう

がよい．そこで操作間隔時間が 0 秒である拡大
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て，これをまとめることで一回の操作とする． て，これをまとめることで一回の操作とする． 

 また，主画面及び全体マップ上でのマウスダ

ウンとそれに対応するマウスアップ，主画面上

でのダブルクリックとそれに対応するマウスア

ップに関しても同様の問題があるためこれらも

一回の操作にまとめて扱うこととする． 

 また，主画面及び全体マップ上でのマウスダ

ウンとそれに対応するマウスアップ，主画面上

でのダブルクリックとそれに対応するマウスア

ップに関しても同様の問題があるためこれらも

一回の操作にまとめて扱うこととする． 

  

3.2 利用者の操作区間の判別 3.2 利用者の操作区間の判別 

 操作ログには，システムを起動してから終了

するまでに行われた全ての操作が利用者の区別

なく記録されている．利用者ごとの傾向を分析

するためには，利用者の利用による区間とそう

でない区間を切り分ける必要がある． 

 操作ログには，システムを起動してから終了

するまでに行われた全ての操作が利用者の区別

なく記録されている．利用者ごとの傾向を分析

するためには，利用者の利用による区間とそう

でない区間を切り分ける必要がある． 

操作ログに含まれる全ての操作について，そ

の操作間隔の確率密度を求めたものを図 2 に示

す．ただし，40sec 以上の部分では１０秒間の平

均で記している．この操作間隔には，利用者の

各種操作により発生する比較的短い操作間隔(A)

と，利用者が操作を終えシステムを離れてから

次の利用者が操作をはじめるまでの間隔(B)の二

種類がある． 

操作ログに含まれる全ての操作について，そ

の操作間隔の確率密度を求めたものを図 2 に示

す．ただし，40sec 以上の部分では１０秒間の平

均で記している．この操作間隔には，利用者の

各種操作により発生する比較的短い操作間隔(A)

と，利用者が操作を終えシステムを離れてから

次の利用者が操作をはじめるまでの間隔(B)の二

種類がある． 

全体 全体 

B B 

A A 

利用者がランダムにシステムを利用すること

を前提とすると B の発生確率は指数分布に従う．

比較的操作間隔の長い領域は B に属すると考え

てよいので，片対数グラフ上で直線となる．操

作間隔が 40sec 以上の領域において，片対数上

での回帰直線により求めた Bによる間隔の頻度 

利用者がランダムにシステムを利用すること

を前提とすると B の発生確率は指数分布に従う．

比較的操作間隔の長い領域は B に属すると考え

てよいので，片対数グラフ上で直線となる．操

作間隔が 40sec 以上の領域において，片対数上

での回帰直線により求めた Bによる間隔の頻度 

分布の推定値と，これを全体から差し引いて

求めた A に属する操作間隔の分布を図２に同時

に示している． 

分布の推定値と，これを全体から差し引いて

求めた A に属する操作間隔の分布を図２に同時

に示している． 

  

  

  

  

  

  

  

  

図２ 操作間隔の分布 図２ 操作間隔の分布 

  

利用者の操作による間隔と次の利用者がくる

までの間隔は厳密な区別ができないので Aと Bの

発生確率が等しくなる間隔によって２つを区分

することが考えられる．ここで定めた操作間隔

から変動した場合の総利用人数と総利用時間の

感度を求めると，いずれも間隔時間の 10％の変

化に対して 2.6～2.7％の極めて小さな変動値と

なった．このことから，A と B の間隔分布の交点

を閾値とすることにより，大きな誤差なく利用

特性を求めることができる． 
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感度を求めると，いずれも間隔時間の 10％の変

化に対して 2.6～2.7％の極めて小さな変動値と

なった．このことから，A と B の間隔分布の交点

を閾値とすることにより，大きな誤差なく利用

特性を求めることができる． 

  

４．本手法を使った分析例 ４．本手法を使った分析例 

 これまで述べてきた手法を操作ログに適用す

ることで，様々な観点での利用状況の分析が可

能となる．その一例として，利用時間の累積分

布を図３に示す．これより，１分以上利用する

人が約３０%であることがわかる．逆に，利用時

間が１分未満の利用者が７０%あることから，デ

ィジタル化した資料をより有用に利用してもら

うために，一人あたりの利用時間を伸ばす工夫

や，短時間で多くの情報を得ることが可能な提

供方法を工夫する必要がある． 

 これまで述べてきた手法を操作ログに適用す

ることで，様々な観点での利用状況の分析が可
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布を図３に示す．これより，１分以上利用する

人が約３０%であることがわかる．逆に，利用時

間が１分未満の利用者が７０%あることから，デ

ィジタル化した資料をより有用に利用してもら

うために，一人あたりの利用時間を伸ばす工夫

や，短時間で多くの情報を得ることが可能な提

供方法を工夫する必要がある． 
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図３ 利用時間の累計 図３ 利用時間の累計 

  

５．おわりに ５．おわりに 

本報告では，画像閲覧システムの利用状況を

分析法のうち利用者に主眼を置くためのふたつ

の手法について述べた．今後はこの手法を用い

操作傾向について分析を進めることで，より多

くの利用者が扱いやすいシステムを構築するた

めに役立てたい． 

本報告では，画像閲覧システムの利用状況を

分析法のうち利用者に主眼を置くためのふたつ

の手法について述べた．今後はこの手法を用い

操作傾向について分析を進めることで，より多

くの利用者が扱いやすいシステムを構築するた

めに役立てたい． 
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